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③ 
(町民窓章より)民主主義に徽し生活を合理化して近代的な IJlTにいたしましょう。

生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を

お
年
寄
り
の
環
境
は
年
々
よ
く
な

っ

て
い
る
と
は
い
え
、
事
庭
内
に
お
け
る

も
め
ご
と
や
病
気
な
ど
で
困
っ
て
い
る

人
、
孤
独
感
に
さ
い
な
ま
さ
れ
て
い
る

人
も
多
く
兄
畳
け
ら
れ
ま
す
。

い
か
に
健
康
で
、
い
か
に
し
あ
わ
せ
に
、
生
き
が

い
の
あ
る
老
後
を
す
ご
し
て
も
ら
う
か
は
、
家
庭
で

の
霊
情
深
い
配
慮
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち
が
な
に
よ

り
も
た
い
せ
つ
で
す
。

No.l72 

10月号

た
い
せ
つ
な
い
た
わ
り
の
気
持
ち

'72年

長
い
間
社
会
に
貨
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
、
些
か

寺
生
活
体
験
を
も

っ
た
お
年
寄
り
こ
う
し
た
お
年

寄
り
を
支
え
励
ま
す
の
は
若
い
人
の
責
務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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滋
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C議会の劃S

般
会
計
八
億
三
千

第
三
固
定
例
町
議
会
は
九
月
二
十
六
日
聞
か
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
。
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
度

一
般
会
計
な
ど
五
件
の
決
算

認
定
は
・
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

町
長
か
ら
『
本
年
度
計
画
し
た
事
業
は
ほ
と
ん
ど
着
手
し
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
財
政
は
地
方
交
付
税
の
仲
ぴ
が
州
待
で
き
ず
苦
し
い
が
一
消

費
的
経
費
の
節
減
に
締
め
健
全
財
政
を
堅
持
し
た
い
』
と
の
行
政
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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じようずに年を取ろう議
会
は

『言
論
の
府
』
と
い
わ
れ

て
お
甲
、
言
論
の
自
由
は
最
も
尊
重

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
議
員
の
発
言
を

無
制
限
に
認
め
る
と
い
う
も
の
で
は

生
く
、
破
長
の

議

事

整

理

俄

、

時

宅

会
議
鋭
則
の
範

囲
内
で
の
発
言
の
自
由
で
あ

っ
て
、
次
の
こ
と
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
辛
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

。
発
言
は
、
議
長
が
間
接

[議会の知識9

。

一
般
会
計
補
正
予

算歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
千
三
百
八
万
九

千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
は
八
億
一一

千
九
百
三
十
九
万
九

千
円
に
主
り
ま
し
た
。

マ
稲
祉
附
係

老
人
医
療
扶
助
政

に
一
千
三
百
八
十
二

万
円
、
国
保
会
計
事

業
勘
定
へ
の
繰
出
金

四
百
万
円
、
今
金
児

童
遊
園
地
と
鈴
金
季

節
保
育
所
の
整
備
に

三
十
六
万
九
千
円
、

季
節
労
務
者
の
相
談

1;--

町
の
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と
、
成
人

病

(脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
、

一品
血

庄
)
に
よ
る
死
亡
が
全
体
の
六

O
%を

占
め
て
お
り
、
全
国
平
均
の
五

O
%よ

り
は
る
均
に
高
い
訓
告
と
な

っ
て
い
ま

す
。

4

こ
の
成
人
病
は
、
働
き
盛
り
の
四
十

歳
前
後
や
老
人
に
多
く
、
自
分
で
気
づ

か
辛
い
う
ち
に
か
ら
だ
を
犯
す
病
気
寺

の
で
、
健
康
な
う
ち
か

G
予
防
し
て
早

期
発
見
す
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
〈
な
る
に
つ
れ
、
と
く

に
お
年
寄
り
に
脳
卒
中
や
心
服
病
が
起

こ
る
危
険
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

h

何
年
寄
り
に
老
後
を
楽
し
く
有
怠
設

に
す
ご
し
て
も
ら
う
た
め
『
老
人
の
健

康
法
』
を
紹
介
し
ま
す
。

だ
れ
で
も
年
を
取
る
と
若
い
こ
ろ
に

比
べ
て
体
力
や
気
分
が
変
え
て
、
か
ら

を
宣
告
し
て
か
ら
体
憩
、

中
止
、

延

会
も
し
く
は
散
会
の
宣
告
前
、
ま
た
、

議
長
の
許
可
が
な
け
れ
ば
私
語
と
な

る
の
で
許
可
後
に
許
可
さ
れ
た
趣
旨

の
範
囲
内
で
@
時
礼
の
言
楽
を
使
用

号
一
回

原

自

由

の

し
、
他
人
の
私
生
活
に
わ
た

っ
て
は

な
ら
な
い
@
質
疑
は
、
原
則
と
し
て

同

一
議
題
に
つ
い
て
二
回
以
内
。
議

長
の
他
限
で
発
言
時
間
を
制
限
し
た

と
き
は
、
こ
れ
を
守
る
。

第3固定

例町議会

万
円
に
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指
導
や
健
康
診
査
に
十
二
万
五
千
円
、

心
配
司
』
と
相
談
所
開
設
負
担
金
に
六
万

六
千
円
、
ま
た
、
交
通
安
全
人
形
、
標

識
設
置
に
十
五
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
ロ

マ
教
育
関
係

へ
き
地
校
巡
自
問
ジ
1
プ
賦
入
に
百

十
六
万
円
、
今
金
小
屋
体
付
属
工
事
と

パ
ス
ケ
y
ト
板
設
置
に
八
十
八
万
四
千

円
、
桧
山
北
高
開
校
記
念
式
負
担
金
に

六
十
万
円
、
私
立
幼
稚
園
就
図
助
成
に

二
十
五
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
の
医
療
費

を
無
料
に

議
員
か
ら

般
質
問

こ
の
様
会
で
町
政
に
対
し
て
三

か
ら

-
般
抗
間
が
あ
り
、
町
長
が

し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

O
乳
幼
児
を
も
っ
親
は
ま
だ
社
会

位
も
低
く
共
か
せ
ざ
の
家
庭
も
多

す
こ
や
か
な
発
育
を
願
う
親
た
ち

安
を
解
消
す
る
た
め
乳
幼
児
の
医

を
無
料
に
す
る
考
え
は
H

各
町
村

を
参
考
に
研
究
し
、
で
き
れ
ば
来

だ
の
あ
ち
こ
ち
に
故
防
が
起
こ
り
が
ち

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
老

後
の
生
活
を
苦
し
め
た
り
不
幸
に
し
た

り
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

じ
よ
う
ず
に
年
を
取
る
た
め
に
は
、

こ
の
事
実
を
と
う
受
け
入
れ
て
生
活
す

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
あ
せ
っ
た
り
無
気
力
に

な
っ
て
絶
望
し
た
り
す
る
の
は
、
盟
か

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
換

言
す
れ
ば
、
議
会
の
秩
序
あ
る
運
営

の
た
め
一
定
の
規
律
の
も
と
で
議
員

に
対
し
平
等
に
発
言
を
保
証
し
て
い

る
と
い
え
そ
う
で
す
。

国
会
鵠
日
H

に
は
、
議

則

院
内
の
前
説
主
ど
に
つ

い
て
院
外
で
責
任
を
問

わ
れ
な
い
特
怖
が
あ
り
ま
す
が
、
地

方
議
会
議
以
に
は
こ
の
保
紅
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
会
議
員

で
も
政
治
的
、
道
義
的
資
任
が
免
れ

る
主
旨
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

守
産
業
、
建
設
関
係

て
ん
菜
防
島
、
共
同
転
作
促
進
補
助

に
三
十
九
万
四
千
円
、
商
庖
街
ア
l
チ

設
置
補
助
に
=
一
十
万
円
、
柳
通
り
街
路

灯
施
設
補
助
に
十
二
万
三
千
円
、
旭
線

道
路
舗
装
工
事
な
ど
に
七
十
四
万
七
千

円
が
追
加
さ
れ
、
設
計
変
更
や
入
札
残

の
た
め
山
村
開
発
セ
ン
タ
建
設
工
事

関
係
で
二
百
六
十
六
万
六
千
円
、
白
石

農
免
農
道
負
担
金
で
二
百
四
十
二
万
五

千
円
、
畑
の
沢
林
道
開
設
工
事
で
百
四

十
六
万

一
千
円
、
盟
国
鳩
掛
け
智
え
工

事
な
ど
で
三
十
四
万
二
千
円
が
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
以
上
の
と
お

り
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
蹴
入
は
、
地

方
交
付
税
交
付
金
三
百
九
十
七
万
六
千

円
、
国
庫
支
出
金
二
百
七
十
一

万
六
千

か
ら
実
施
し
た
い
。

図説
答 n

。
農
産
物
加
工
施
設
の
活
用
平
工
業
誘

致
な
ど
町
の
産
業
握
興
計
画
は

1
ア
ス

パ
ラ
会
祉
と
し
た
そ
菜
の
生
産
団
地
を

形
成
し
て
農
産
物
加
工
施
設
を
も
っ
と

活
用
す
る
よ
う
農
協
と
も
協
続
し
て
い

る
。
国
の
方
針
が
流
動
的
で
張
感
さ
れ

る
が
、
内
同
事
の
生
産
意
欲
と
も
か
ら
み

合
わ
せ
基
本
計
画
を
樹
立
し
た
い
。

ま
た
、
公
害
の
な
い
工
業
誘
致
も
遅

れ
を
と
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
ロ

。
広
域
消
防
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

が
、
北
部
桧
山
で
事
務
組
合
を
つ
く
る

と
き
は
本
部
を
今
金
に
置
く
こ
と
を
前

提
に
取
り
進
め
て
ほ
し
い

1
地
域
が
広

年の療のい的 す
度例費不 。地

同町4・e

で
あ
る
べ
き
老
後
を
附
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。

年
を
取
れ
ば
、
臨
か
に
若
者
の
時
代

の
よ
う
に
腕
力
や
機
敏
さ
は
衰
え
て
も

年
寄
り
の
風
格
や
特
徴
が
あ
り
楽
し
み

も
あ
る
は
ず
。
自
分
の
健
康
状
態
や
境

遇
に
合
っ
た
生
き
方
の
中
で
仕
事
を
し

た
り
趣
味
を
育
て
た
り
し
て
、
じ
よ
う

ず
に
年
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
こ
れ
が
健
康
で
長
生
き
を
す
る
た

め
の
秘
決
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

冗
気
で
長
生
き
す
る
条
件

マ
い
っ
た
ん
病
気
に
な
る
と
川
州
市
が
遅

く
主
り
ま
す
。
今
丈
夫
で
も
健
康
診

断
を
。

寄八
り十
を八
町歳
長以
が上
慰の
間お

年

長
存
在
祝
い
励
ま
そ
う
と
、
敬
老

の
日
を
記
念
し
て
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る
町
長
の
慰
問
訪
問
。

こ
と
し
も
、
数
え
年
八
十
八
歳
以
上

の
お
年
寄
り
を
対
訟
に
倣
老
週
間
の
期

間
中
に
訪
問
し
ま
し
た
。

最
年
長
の
西
シ
マ
さ
ん
(
字
国
代

九
十
三
歳
)
を
は
じ
め
渦
八
十
八
歳
以

上
の
十
六
人
に
は
知
事
か
ら
羽
織
下
、

数
え
年
八
十
八
歳
を
迎
え
た
十
二
人
に

は
町
長
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
寄
贈
ら
れ

大
喜
び
で
し
た
。

訪
問
し
た
お
年
寄
り
は
次
の
と
お
り

、

円
、
推
進
交
付
金
九
百
二
十
三
万
七
千

円
、
町
俄
七
百
二
十
三
万
円
な
ど
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
。

〈〉
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定
補
正

予
算

療
養
給
付
費
に
五
百
十
万
円
な
ど
五

百
七
十
三
万
二
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
総
額
は
一
億
三
千
二
百
九
十
」
万
九

千
円
に
主
り
ま
し
た
。

。
今
金
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

維
持
管
理
や
給
水
工
事
費
に
九
十
九

万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

一
千
三
百
七
十
万
五
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

。
種
川
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

給
水
工
事
費
や
公
債
貨
に
十
七
万
九

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二
百

五
十

一
万
一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

い
、
消
防
力
が
充
実
し
て
い
る
、
財
政

力
が
高
い
な
ど
条
件
が
そ
ろ
・っ
て
い
る

本
町
に
置
く
よ
う
関
係
町
の
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
。

。
消
防
庁
舎
の
建
段
、
消
防
常
備
員
の

増
員
の
考
え
は
目
大
き
い
投
資
が
ふ
え

て
お
り
財
政
的
に
苦
し
い
が
、
来
年
度

着
工
を
目
標
に
検
討
し
て
い
る
。
常
備

貝
の
附
貝
は
、
急
救
市
中
の
配
世
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
考
え
る
。
ま
た
、
回
目

の
待
遇
も
改
普
し
て
い
く。

。
交
通
事
故
や
災
害
時
に
備
え
て
急
救

車
を
配
置
し
て
は
目
日
赤
か
消
防
関
係

機
関
に
配
車
し
て
も
ら
う
よ
う
要
請
す

る
。

マ
か
ら
だ
に
は
自
然
に
備
わ
っ
た
リ
ズ

ム
が
あ
り
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活

&
官
。

守
食
べ
物
は
か
ら
だ
を
動
か
す
も
と
。

栄
華
は
ま
ん
べ
ん
な
く
。

マ
自
分
の
体
力
、
個
性
に
応
じ
て
自
分

の
ベ

ー
ス
で
生
活
を。

マ
仕
事
で
も
趣
味
で
も
自
分
が
打
ち
込

ん
で
で
き
る
も
の
を
持
つ
こ
と
は
、

生
活
に
張
り
が
で
き
ま
す
。
生
き
が

い
を
も
っ
て
。

マ
か
ら
だ
も
頭
も
使
っ
て
い
な
い
と
ど

ん
ど
ん
窺
え
ま
す
。
か
ら
だ
を
鍛
え

心
を
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

マ
円
満
主
家
庭
生
活
で
家
肢
か
ら
自
然

に
愛
さ
れ
る
お
年
帯
り
に
。

で
す
。

(
敬
称
略

・
年
齢
順
)

西
シ
マ

(団
代
)
岡
林
せ
な
(
白
石
)

蓑
島
勝
四
郎

(日
進
)
永
井
豊
次
郎
(

本
町
)
形
部
ワ
サ
(
鈴
岡
)
田
中
ヨ
キ

(
金
原
)
松
本
馬
次
郎

(日
進
)
日
下

ち
さ
と
(
御
影
)
芳
形
ト
メ
(
樋
川
)

自
国
キ
セ

(花
石
)
竹
内
ム

ラ
(
八
束
)

渡
瀬
マ
ツ
(
金
原
)
松
本
な
り
(
末
広

町
)
広
田
熊
太
郎
(
奨
制
河
)
米
山
静

香

(
花
石
)
村
端
ち
え

(花
石
)
千
議

り
の

(稲
穂
)
杉
村
徳
三
郎
(末
広
町
)

佐
々
木
ベ
ン

(御
影
)
本
田
清
吉

(大

和
町
)
水
野
な
よ
(
綜
町
)
丸
山
ミ
ツ

(
寒
昇
)
西
小
市
(
八
束
)
渡
部
ク
マ

(樋
川
)
大
平
か
な
え

(
鈴
金
)
小
野

寺
か
ね
よ
(
美
利
河
)
渡
辺
綱
太
郎
(

寒
昇
)
佐
々
木
き
ょ
せ
(
美
利
河
)
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F 

町
は
、
第
三
固
定
例
町
議

会
で
昭
和
四
十
六
年
度
の

一

般
会
計
を
は
じ
め
四
特
別
会

計
の
決
算
認
定
を
求
め
ま
し

た
。現

在
、
決
算
特
別
委
員
会

で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
お
も
な
内
容
を
グ
ラ
フ

と
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

/ 
(46年度)えた町の決算

h 

0億円をい
酬・岬

投資的経費に2億7千万円

教育費19%、土木費17%
町税(8，381万円)は12% 1.一般|

地方交付税で49%占める [全型」@ 

¥¥ [i 土木質 10，469 

lえ林水産業~'i 9，305 

会計別 区分 決 n 相 暗軒lの措置

証人 686.290.8叫 |翌年度へ繰越

一般会計 蹴出
678149602 3842240 

基金繰入れ

家主絃1 8.141，240 4，299，【 00

国保事業
高主人 108.761，275 翌年度へ繰越

歳出 106，313，482 
1，147，793 

特 勘定
基金繰入れ

残額 2，447，793 1，300.000 

国保施設
収入 193冒 182.868 翌年度へ利益剰余

~II 支出 183，682，211 金として繰越

勘定
ヲJ比叡1 9，500，657 9.500.657 

簡易水道
品人 10，474，378 翌年度へ繰越

ム玄、 議出 10、283，381
90.997 

会計
基金繰入れ

安リ証書q 190，997 100.000 

穏川簡易
Z証人 27，194.177 

翌年度へ繰越
計 最出 27，139，998 

水道会計
暁翻 54.179 

54.179 

局長入 1.025，903.540 翌年度へ繰越

lロh、 計 最出 1，005.568，674 
14，635，866 

基金繰入れ

獲量百I 20，334，866 5，699，000 

町民ひ とり 当り

の決算は
円)

11， 593 Z主育教127，304千円 (18.8%)

127，559千円 (18.8%)

7，632 

62，498 

(品川立

一 般会計

~J 税負担

'費

337，158千円 (49.1%)

〈歳 出 〉

額 180&，310千円 (2岨 839千同)1

全 一費 | 15.877干同 ( 6，038千同) 1 

費 1117，3恒子同(42，321千問) 1 

買 1 81，胡2千円(27，4叫千円) I 

費 1 62.180干刊( 9，210千円)1

農林水産業費 1178，376子円 (39.4由子同) I 

費 | 10，724千円( 7，刷7千円) 1 

賀 1100，637千円 (18，3酢千四1

費 i日.752千円( 5，176千円)

費 |日5.677千円(26.666千凹}

災害復旧費| 日，.803千問(15.8田千問}

費 145.96.8千円(10.405千用)

費l

昭和47年度一般会計の予算執行状況

8田 310千同 (2百三函平面了}総

問。拍手間(49.4叫 平 岡1i町

一 j地方譲与税

J ~tb吻側
交円金

362，田3手百石瓦雨肩汁地方交付税|衛

一 l喜宙開室
2~871千問( 1.882千円2J分担金負担量

総

議

額

税

入〉〈歳

務総6，α)()'f円

生

生

民

円)(単位

昭和46年度会計別決算額昭和46年度一般会計歳入歳出決算の内訳

ぶ

地方交付税

日OT円

)タトは予草現額、

)内は収入、支出済額

は執行率

としの町の財政省月 1Z)

工

木

防

f1t 

備

育

商

土

子

教

消

八
品

使用料手数料

国庫支出金

道支出金

金

入

{買

財産収入

金

金

イサ

入

越

収

294主巴上」寄

j繰

3，脳2千四{ 冶剖2千同31繰

44，{]69千四( 4.230千同Il 諸

|町

可ア

~ 

8，939千円( 3，5市千円)

L..!02四千同(15.208;:問}

u盟王E

lOO~ 円

国 ，111工且ム...i.cl些エ且

hl坐王旦上...i.cl旦王E

100千円

!h∞0千円

85，570千円

4月から始ま った昭和47年度も約半年が過ぎました。

町民のみなさんに、町の台所がどのようになっているかを知

っていただくため、今年度の一般会計予算執行状況を台知らせ

します。

46年度のおもな事業

(単位万円)

ム

5，235 

4.482 

1，712 

生活改善センター建設
(南岸、花石 1，145

昭和線舗装 1，口22

758 

‘一 一一一ーー一 一一一一一一一一一ーー 一一 一一一一ー宇一一一一 d 

3，426 

2.457 

1， 170 

714 

602 

2， 726 

世田橋架替

種川簡易水道布設

光台線道路改良

簡易給水施設

第二幹線川改修

公有林造成

上利別橋架替

畑の沢林道開設

今金小改築

公蛍住宅建設

-、与

町 昭和46年 度 一 般会計

歳出決算性質別比較図

8.113千円

51，19日千円

町有財産の内訳

(47. 3. 31現在)

1，670千円

1. 552千円

18台(式)

マ「
1"1 

38，774 nf 

18， 234 nf 

11，697，684 m' 

ず土現

春

ロ
回目

村長

金

証

出資によるt藍利

I也

物

木

分

価

立

~ .... 

1置

基

区

建

有

午知

土

31現在)3 

説

(47 

内の負 債

昭和47年度町税の収入状況

税 の区分 制定額 収入済額 収入車

千円 千円 % 
阿T 民 税 29，361 17， 153 58.4 

固定 資産税 35，163 22，867 65.0 

軽自 動 車税 1，914 1，800 94.0 

たばこ消費税 5，447 5.447 100.0 

電気ガス 税 2， 129 2，129 100.0 

木材 引 取税 8 8 100.0 

入 湯 平見

ぷロ〉、 長十 74，022 49，404 66. 7 
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〆
『
私
は
免
許
取
り
た

て
で
す
。
割
り
込
み
な

ど
し
な
い
で
・
』

l
十

月
一
日
か
ら
、
普
通
免

許
を
取
っ
て
一

年
以
内

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転

す
る
車
に
は
、
初
心
者

用
マ

1
ク
プ
レ
ー
ト
H

わ
か
ぱ
H

を
表
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

免
許
取
り
た
て
の
ド

一
見
、
警
察
官
?

交
通
指
導
員
に
制
服

一
見
警
察
官
。
実
は
交
通
指
導
員
。

4 
(7)酬l川川1111川l川1111州1II1U1I1UIIIIIIIIII川川州111川 111川1111111111111111111111111広報いまかね M“川1111111川 111州l州1111111111111111111州111111111111111111111川 〔第 172)川川11

お知らせ

お
宅
の
防
火
対
策
は

-
10月15-31日

一

秋
の
火
災
予
防
運
動

『
慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意
』
を
統

一
原
鵠
に
、
十
月
十
五
日
か
ら
三
十

一

日
ま
で
、
全
道
火
災
予
防
運
動
が
行
な

、‘

殺
そ
剤
は
基
準
を
守
っ
て

野
ネ
ズ
ミ
の
防
除

カ
ラ
マ

y
造
林
地
な
ど
に
せ
い
息
し

て
い
る
野
ネ
ズ
ミ
に
よ
り
毎
年
多
く
の

被
害
を
う
け
て
い
ま
す
。

野
不
ズ
ミ
の
防
除
方
法
と
し
て
色
々

な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
効

果
的
な
方
法
と
し
て
殺
そ
剤
に
よ
る
駆

ドー

畠解体された旧役場斤舎

O-
e昭
和
八
年
建
設
さ
れ
て
以
来
、

三
十
年
余
も

町
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
た
旧

役
場
庁
舎
。
昭
和
四
十

一
年
新
庁
舎
が
完
成
し
て
そ

の
大
役
を
終
え
て
い
た
が
、
よ
う
や
く

『町
民
セ
ン

タ

』
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
。

0
・
惜
し
ま
れ
な
が
ら
解
体
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に

新
し
い
町
民
の
殿
堂
目
ざ
し
て
待
望
の
工
事
が
始
ま

っ
た
。
か
ぎ
り
な
く
跡
巡
す
る
今
金
を
象
徴
す
る
よ

う
な
光
n-M
だ
。

ラ
イ
パ
ー
は
ま
だ
運
転
技
術
が
未
熟

な
た
め
五
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
に

比
べ
二
倍
以
上
の
事
故
発
生
率
。
こ

の
た
め
、
道
交
法
の

一
部
改
正
に
よ

り
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
初
心

運
転
者
の
事
故
防
止
が
ね
ら
い
で
す
。

マ
ー
ク
プ
レ
ー
ト
は
、
縦
十
八
・

五
勺
、
械
十

一
・
六
号
、

V
字
型
で

緑
と
黄
色
の
二
色
、
こ
れ
を
車
の
前

と
後
の
ニ
カ
所
に
つ
け
ま
す
。

こ
の
マ

l
ク
を
表
示
し
な
い
と
反

則
金
(
二
千
円
)
が
科
せ
ら
れ
る
ほ

か
、
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車
に
い
や
が

ら
せ
ゃ
か
ら
か
う
た
め
、
割
り
込
ん

だ
り
幅
寄
せ
し
た
車
に
も
反
則
金
(

二
千

l
四
千
円
)
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
の
街
頭
指
導

に
威
力
を
発
仰
で
き
る
よ
う
に
!
と

町
が
交
通
指
単
品
用
に
購
入
し
た
制

服
(
写
真
)
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
句
聞
に
お
目

見
え
し
ま
し
た
が
、
浪

紺
の
上
下
服
に
肩
と
胸

に
銀
モ

l
ル
を
下
げ
て

帽
子
を
か
ぶ
る
と
警
察

官
に
そ
っ
く
り
。

『
に
ら
み
が
き
く
の

か
、
運
転
者
も
歩
行
者

も
今
ま
で
よ
り
交
通
規

則
を
守
っ
て
く
れ
る
よ

う
』
と
好
評
で
す
。

.税金に対する意見をどしどし

11円 1白から 10日までの 10日rm
は『納税者の声をIUJ<句IHりです。

税金に対する苦情や嬰望、税務

職員の応接などについてのご意見

を広〈納税者の方々からあ1Il1/きし

て、税制や税務行政の連世面に反

映させるとともに、税務署の仕事

の内容と納税の意義を一般の方に

よく知っていただくことを目的に

しています。

税金について日ごろ考えている

ことを、この機会にすすんでお聞

かせ〈ださるようお願いします。

(八雲税務省)

-軍人一時恩給の手続吉を終えま

したか

軍人目、給法の 部が改正になり

次に該当する方々が支給対説にな

っています。まだ、手続きをして

いない方は、至急役場桶祉労政謀

まで申し出てく立さい。

b在職}閉聞が引き続き 3年以上、

7年未満で、そのIlJJ1年以上の

下士官、任官者。

/ 
・旧高綬体育館の利用を

旧高校体育館は、道から許可を

畳け町体育協会で管理しています。

多くの町民の利用を望みますが

利用のさいは事務局(公民館内)

に申し出てか らに してください。

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
昨
年
に
比
べ
出
火
件
数

は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
暖
房

器
具
を
取
り
つ
け
る
季
節
と

な
り
、
年
間
で
最
も
出
火
事

の
高
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

つ
い
先
日
に
も
、
子
ど
も

の
火
遊
び
か
ら
農
家
を
全
焼

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
主
た
の
生
命
、

財
産
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
実
行
し
、
い
っ
そ
う

心
を
引
き
締
め
た
い
も
の
で

す
。

マ
万

一
に
備
え
、
避
難
通
路

雪草 ;
函妻 。
のし
うて
ち鎮

灰た
に財

除
が
最
も
多
く
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
品
近
、
農
薬
に
対
す
る
人

畜
や
自
然
に
及
ぼ
す
影
響
が
色
々
と
論

餓
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
道
で

は

『殺
そ
剤
の
使
用
基
準
』
を
定
的
、

そ
の
使
用
の
安
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

殺
そ
剤
を
使
用
す
る
と
き
は
、
と
く

に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
町
で
は
十

一
月
十
目
、
十
七

日
、
二
十
四
日
を
い
っ
せ
い
駆
除
日
に

一 一一一一一一一一一一一一一一一一一…ー

庭
木
の
冬
囲
い

も
う
す
ぐ
庭
木
の
阜
、
固
い
す
る
時
期

に
な
っ
て
き
ま
す
。

久
夫
囲
い
の
目
的
は
寒
さ
と
笥
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

雪
の
中
は
案
外
暖

か
く
、
た
い
て
い
の

と

樹
木
は
心
配
い
り
ま

k
安
世
d

せ
ん
が
、
寒
さ
に
弱

動

m
H
F世

い
木
は
ム
シ
ロ
で
防

当
醤
喧
内

寒
し
て
や
る
と
安
全

回

で
す
。
通

気

性

の

悪

三

い
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

回世
う
と
、
常
緑
の
一
甚
な
ど
は
蒸
れ
て
落

ち
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

背
の
低
い
木
で
も
本
州
か
ら
き
た
ツ

ツ
ジ
な
ど
は
、
気
候
に
な
れ
る
ま
で
は

冬
囲
い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ill 

25周年を迎えた

赤い羽根共同募金

たすけあいの広がりを
を
決
め
て
お
き
、
物
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。

守
老
人
、
病
人
、
子
ど
も
を
安
全
に
遊

難
さ
せ
る
方
法
を
よ
く
話
し
合
っ
て

お
こ
う
。

マ
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
ら
な
い
よ
う

に
心
掛
け
よ
う
。

マ
消
火
岡
市
を
備
え
、
使
い
方
は
家
族
全

員
が
お
ぼ
え
て
お
こ
う
。

マ
草
か
ら
雌
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消

し
て
。
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
を
。

決
め
、
駆
除
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
の
で
協
力
臥
い
ま
す
。

守
殺
そ
剤
は
、
野
ネ
ズ
ミ
の
せ
い
息
数

に
応
じ
て
、
そ
の
散
布
抵
や
回
数
主

ど
の
計
画
を
立
て
て
使
用
す
る
。

マ
人
京
、
学
校
、
奇
書
、
放
牧
地
、
河

川
な
ど
の
近
く
で
は
散
布
し
な
い
。

マ
ソ
ラ
ト
ル
剤
は
使
用
に
制
限
が
あ

る
の
で
、
有
資
格
者
の
指
導
に
よ
っ

て
使
用
す
る
。

昧とぴ わら ii1?ii 1:." の いねして'雪も
をつしこでの 淵4齢 はオで竹立、の見雪
与のいのつ羽 甜盟l!A畑 h ン L とでー た受明
えア庭冨りょ BJJ:.1!J!t!..~ 、、 下 コよ 竹、株めけ翠
てクの つまり "司修二円 枝ゃうをそご裂らさ
〈セ情りす枝 がン 。 なのとけれても
れ サ:iJtは 。ー 雪 ャ わ よ に る ま 幹
まリで、 本り合や立ら木のり折ク で、数こすや
す l あ冬 ご高、りて(にあまれナ 編 竹本と 。校
。とり季 と く庭ま冨丸添るすすゲ んざのが玉折

L 、に にし木すっ太 っ と 。 る で でお竹あツ れ
てまお 雷 、の 。り 、てきこ場大 いのぎりゲす
暖たけ つま 高 こを 竹 まはの合き く先おまなる
か、る りばさのし ) ば、心がい とをを すども

いひさ なしよ場てを し 庭配みも よ束さのはのl

-海上保安学生を募集

海上保安庁では、次により海上

保安大学及び保安学校学生を募集

しています。受験希望の方は、瀬

棚海上保安署にお!日1い合わせくだ

さい。

b受験資 格昭和24年 4月 ZEI以
降に生まれた男子で、高校卒業

か来春卒業見込みの者。

b畳付期間 10月16日から 11月 2
固まてる。

t>待遇学生期間中も、国軍公務

ぬとして給与が支給されます。
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悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談
所
の
利
用
を

主
ん
で
も
話
が
で
き
て
.
そ
れ
を
解

決
し
て
く
れ
る
相
手
が
ほ
し
い
、
と
悩

ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と
に
つ

い
て
気
般
に
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
助

三
指
却
で
白
主
的
主
史
生
芯
欲
を
お
こ

さ
せ
よ
う
と
、

町
社
全
祈
祉
協
議
会

で
は

『今
金
町
心
配
ご
と
相
談
所
』
を

附
設
し
ま
し
た
。

@
生
業
@
生
活
保
護
@
宮市中
@
母
子

福
祉
@
青
少
年
、
児
童
@
老
人
福
祉
@

一
般
生
活
@
保
健
医
療
@
結
婚
⑪
交
通

事
故
な
ど
、
な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
員
に
は
、
民
生
児
童
委
貝
と

社
会
福
祉
協
議
会
員
か
ら
委
嘱
し
た
人

が
あ
た
り
、
町
長
平
保
健
所
長
、
保
護

司
会
分
区
長
な
ど
が
助
言
者
に
な
り
ま

す。

相
談
所
は
毎
月
二
回
、
十

H
と
二
十

日
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

(休
・
悦

凪
の
場
合
は
翌
日
)
役
渇
町
民
相
談
室

で
開
設
し
、
料
金
は
無
料
で
す
。

心
配
ご
と
が
あ
っ
て
は
、

明
る
い
生

活
が
で
き
ま
せ
ん
。
相
談
上
の
秘
結
は

竪
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
在
く
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
児
に
保
育
料
補
助

町
で
は
、
幼
児
教
育
を
部
且
充
実
す

る
た
め
、
四
、
五
肢
の
幼
維
幽
児
が
い

る
家
庭
に
保
育
料
を
補
助
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

町
民
脱
が
均
符
訓
以
下
の
軍
駐
に
年

間
一
万
円、

所
得
課
税
が
一
万
円
以
下

の
家
庭
に
五
千
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

詳
し
〈
は
教
育
委
品
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

固
定
資
産
税
〈
三
期
〉

国
民
健
康
保
険
税
〈
四
期
〉

自

税
〈
二
期
v

動

車
十
月
三
十
一
日
ま
で

笛修寄~十三- -" 

1 
孝UJ i'例将司干il~ ;後

J

糞
利
河
小
で
開
校
七
十
周
年
配
念
式

明
治
二
十
丘
年
、
第
六
利
別
簡
易
教
育
所

と
し
て
刷
枚
以
来
、
部
落
の
盛
衰
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
が
、
十
月
五
日
の
附
枝
記
念
日

に
児
虚
父
兄
、
先
生
た
ち
で
喜
び
を
祝
っ

た
。
児
童
を
代
表
し
て
細
川
孝
子
さ
ん
(
六

年
)
が
喜
び
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
え
写
真
)

¥
、JJ
)
;)T{)
)

揖
圃瑠岨

一
に
て
凶

7
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の
口

M
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月
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一

一
ブ
一
在
人
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比
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E
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世
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治
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抑
世
紀
(
美
男

新

居

寿

幸

(敦

水
野
裕
子
(
治
則
刀

伊

藤
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美
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藤
田
剛
志
(
征
三

須

凹

和

雄

(英
雄

伊
藤
共
未
(
広

ホ
口
美
鈴
(
忠

松
村
行
脱
(
勝
利

川
崎
由
美
子

(則
三

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

尾
形
友
子
(
信
一

三
女
)
稲

一
山
崎
千
夏

(

茂

長

女

)

本

中

村

慶

歪
(
清
一

長
男
)
地

開I阿I相自

蛙
行
批
梅
世
今
世
γ

品
川崎
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連
合
婦
人
会
で
町
内
施
設
見
学

マ
チ
の
変
わ
り
ゆ
く
告
を
自
分
の
回

で
確
か
め
よ
う
!
と
、
九
月
二
十

一
日

二
十
七
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

パ
ス
の
中
で
町
長
か
ら
町
政
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
町
内
を

一
周
し
た
が
、

と
く
に
建
設
中
の
日
進
模
範
牧
鵬
(
写

其
)
は
初
め
て
見
る
人
も
お
り
、
そ
の

縫
大
さ
に
目
を
見
張
っ
て
い
た
。

長
男
)
光
台

長
引
)

八

束

二
男
)
大
和
町

長
女
)
緑
町

長
男
)

金

原

二
男
)
市
栄
町

長
男
」
八
幡
町

長
女
)
金
原

長
女
)
末
広
町

二
男
)
大
和
町

長
女
)
御
彬

間
圃
晶
総
務
企
画
盟

日
下
野
達
也
(
宏
司
長
男
)
高
美
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

島

田

勝

雄
H

秋

山

低

手

稲

川

飯
沼
良

一
郎
H
柿

崎

美

恵

子

東

町

鈴

木

定

雄
H
中

島

春

子

栄

町

吉

田

鹿

弘
H

噌
回
八
重
子

末

広

町

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

日

下

香

緒

里

零

歳

寒

昇

餌

取

米

政

六

十

議

神

丘

木
島
啓
次

郎

七

十

四

歳

白

石

(
八
月
分
)
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